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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期連結
会計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

売上高（千円） 8,111,1018,684,7622,910,3262,878,95510,720,495

経常利益（千円） 1,317,8311,263,891639,321 583,7571,610,568

四半期（当期）純利益（千円） 774,534 732,172 367,512 324,288 903,745

純資産額（千円） － － 11,065,08911,547,90311,174,883

総資産額（千円） － － 13,371,33413,863,39413,542,101

１株当たり純資産額（円） － － 1,202.131,253.071,213.42

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
84.35 79.73 40.02 35.32 98.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 82.6 83.0 82.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
686,2231,063,204 － － 1,435,239

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△850,113△765,308 － － △895,077

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△167,372△349,004 － － △367,428

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 445,627 898,514 949,623

従業員数（人） － － 762 770 748

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 770 (369)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 756 (360)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年 7月 1日
至　平成22年 9月30日）

前年同期比（％）

情報処理・ソフトウェア開発業務

（千円）
2,568,363 99.2

合計（千円） 2,568,363 99.2

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年 7月 1日
至　平成22年 9月30日）

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

情報処理・ソフトウェア開発業務 740,920 100.2 1,272,109 86.1

機器販売業務 257,931 109.7 68,507 23.3

合計 998,852 102.5 1,340,616 75.7

　（注）１．金額は販売金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３. 上記業務以外の業務につきましては、継続業務が大半であり、サービス内容も多岐にわたり受注状況を把握

することが困難なため記載を省略しております。

４．受注数量につきましては、ソフトウェア開発業務が、サービス業務（役務の提供）であること、また、機器販

売業務につきましては、取扱品目が多岐にわたり把握することが困難なため記載を省略しております。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年 7月 1日
至　平成22年 9月30日）

前年同期比（％）

情報処理・ソフトウェア開発業務

（千円）
2,568,363 99.2

機器販売業務（千円） 229,833 102.2

リース等その他の業務（千円） 80,759 83.2

合計（千円） 2,878,955 98.9

　（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年 7月 1日
至　平成21年 9月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年 7月 1日
至　平成22年 9月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

日本総合住生活株式会社 244,602 8.40 264,564 9.19

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

EDINET提出書類

株式会社東計電算(E05066)

四半期報告書

 4/29



 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、大企業・製造業を中心に新興国の経済発展や景気対策の恩恵

を受け、企業収益の回復が内需型企業にも波及しつつありましたが、急激な円高や政策効果の一巡により景気の失

速懸念が広がり、先行きに対する慎重姿勢が強まっております。

　当業界におきましても、ユーザー企業における今年度の設備投資計画は企業収益の回復を受け、持ち直しの傾向に

あるものの、投資意欲は足踏み状態が続いております。

　このような環境のなかで、当社グループは、システムインテグレータとして、多様化するお客様のニーズにフレキ

シブルに対応するため、業種別ソリューション、アウトソーシング、ネットワークの３つの重点戦略を掲げ、積極的

に営業展開を進めてまいりました。

　具体的には、①プロジェクト管理を成功させるための教育・研修の充実化、②業種別ソリューションの開発標準化

の促進とＡＳＰ受託売上の拡大、③業種別ソリューションと会計・人事業務システムの統合による業種別ＥＲＰの

確立、④ＩＴ技術の活用による営業力強化に努めてまいりましたが、一部のプロジェクトにおいて採算性の悪化が

解消しなかったことなどにより、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高28億78百万円（前年同期比１.１％

減）、営業利益５億43百万円（同11.６％減）、経常利益５億83百万円（同８.７％減）、四半期純利益３億24百万円

（同11.８％減）となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①情報処理・ソフトウェア開発業務

　情報処理・ソフトウェア開発業務としましては、ソフトウェア業務、システム運用業務、ファシリティサービス業

務等により、売上高は25億68百万円（前年同期比０.８％減）、営業利益は４億74百万円（同12.０％減）となりま

した。

②機器販売業務

　機器販売業務としましては、サーバ、パソコン、プリンター、周辺機器等のハードウェアの販売業務により、売上高

は２億29百万円（前年同期比２.２％増）、営業利益は44百万円（同４.９％減）となりました。

③リース等その他の業務

　リース等その他の業務としましては、各種事務用機器のリース、ビル・マンションの不動産賃貸の業務により、売

上高は80百万円（前年同期比16.８％減）、営業利益は25百万円（同13.９％減）となりました。

 

　　(2）財政状態の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は138億63百万円となり、主として投資有価証券の増加により前連結

会計年度末に比べて３億21百万円増加しました。総負債は23億15百万円となり、主として買掛金の減少により前連

結会計年度末に比べて51百万円減少しました。純資産は115億47百万円となり、主として利益剰余金の増加により３

億73百万円増加しました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローが３億１百万円

の増加、投資活動によるキャッシュ・フローが２億65百万円の減少となりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、第２四半期連結会計期間末と比較

して36百万円増加し、８億98百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの増加は、主として税金等調整前四半期

純利益５億68百万円等によるものです。なお、前年同四半期連結会計期間は32百万円の増加でした。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの減少は、主として投資有価証券の取得

による支出２億49百万円等によるものです。なお、前年同四半期連結会計期間は２億71百万円の減少でした。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの増減はありません。なお、前年同四半期

連結会計期間は99百万円の増加でした。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更は

ありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,400,000

計 37,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数(株)
(平成22年 9月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,350,000 9,350,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 9,350,000 9,350,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①平成19年３月26日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個）　　　　　　　　　　　（注１） 1,300

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）　　　（注１） 130,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）　　　　（注２） 1,519

新株予約権の行使期間
自　平成27年３月27日

至　平成29年３月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増

加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に従い

算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、

計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を

切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増

加する資本準備金の額は、①記載の資本金等増加限度額

から①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。
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第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の行使の条件

①権利行使時において当社の取締役又は従業員であること

を要するものとする。ただし、株主総会決議後、勤続２年

以上で退任、退職した場合は、権利行使期間にかかわらず

当該事由が発生した日から６ヶ月間に限り行使できるも

のとする。

②その他詳細、条件は、当社取締役会において決定するもの

とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を第三者に譲渡、質入れその他一切の処分は認

めないものとする。

また、譲渡により取得するには、当社取締役会の承認を要す

るものとする。

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

新株予約権の取得条項に関する事項 （注３）

（注１）　平成20年３月10日開催の取締役会決議により、新株予約権の数は1,300個、新株予約権の目的となる株式の

数は130,000株となりました。これは、新株予約権を割当てた取締役１名より権利を放棄する旨申出があった

ためであります。

（注２）・平成20年３月10日開催の取締役会決議により、行使価額は1,519円となりました。

・新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整によ

る１円未満の端数は切り上げる。 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

　また、時価を下回る価格で募集株式を発行（株式の無償割当による株式の発行および自己株式を交付する場

合を含み、新株予約権（新株予約権付社債も含む）の行使による場合および当社の普通株式に転換できる証

券の転換による場合を除く）するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整による１円未満の端数は切

り上げる。　

調 整 後

行使価額
＝

調 整 前

行使価額
×

既発行

株式数
＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

１株当たりの時価

既発行株式数　＋　新規発行株式数

　

（注３）　次のいずれかに該当する場合、当社は新株予約権を取得することができる。この場合、当該新株予約権は無

償で取得することができる。

①当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、当社が完全子会社となる株式交換契約書、または当社

が分割会社となる会社分割について分割計画書・分割契約書について株主総会の承認（株主総会の承認を

要しない会社分割の場合は取締役会決議）がなされたとき、ならびに株式移転の議案につき株主総会の決

議がなされた場合

②新株予約権者が権利行使をする前に「新株予約権の行使の条件」に定める規定により新株予約権の行使が

できなくなった場合

③新株予約権者が新株予約権の放棄を申し出た場合
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②平成21年３月27日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個）　　　　　　　　　　　 200 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）　　　 20,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）　　　　（注１） 1,519

新株予約権の行使期間
自　平成29年４月２日

至　平成31年３月27日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増

加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に従い

算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、

計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を

切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増

加する資本準備金の額は、①記載の資本金等増加限度額

から①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

新株予約権の行使の条件

①権利行使時において当社の取締役又は従業員であること

を要するものとする。ただし、株主総会決議後、勤続２年

以上で退任、退職した場合は、権利行使期間にかかわらず

当該事由が発生した日から６ヶ月間に限り行使できるも

のとする。

②その他詳細、条件は、当社取締役会において決定するもの

とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を第三者に譲渡、質入れその他一切の処分は認

めないものとする。

また、譲渡により取得するには、当社取締役会の承認を要す

るものとする。

代用払込みに関する事項 － 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

新株予約権の取得条項に関する事項 （注２）

 

　（注１）・割当日である平成21年４月１日の東京証券取引所における当社株式の終値は1,077円となりましたので、行使

価額は1,519円となりました。

・新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整によ

る１円未満の端数は切り上げる。 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

　また、時価を下回る価格で募集株式を発行（株式の無償割当による株式の発行および自己株式を交付する場

合を含み、新株予約権（新株予約権付社債も含む）の行使による場合および当社の普通株式に転換できる証

券の転換による場合を除く）するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整による１円未満の端数は切

り上げる。　

調 整 後

行使価額
＝

調 整 前

行使価額
×

既発行

株式数
＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

１株当たりの時価

既発行株式数　＋　新規発行株式数

　

（注２）　次のいずれかに該当する場合、当社は新株予約権を取得することができる。この場合、当該新株予約権は無

償で取得することができる。

①当社が消滅会社となる合併契約書が承認されたとき、当社が完全子会社となる株式交換契約書、または当社

が分割会社となる会社分割について分割計画書・分割契約書について株主総会の承認（株主総会の承認を

要しない会社分割の場合は取締役会決議）がなされたとき、ならびに株式移転の議案につき株主総会の決

議がなされた場合

②新株予約権者が権利行使をする前に「新株予約権の行使の条件」に定める規定により新株予約権の行使が

できなくなった場合
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③新株予約権者が新株予約権の放棄を申し出た場合

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日　
－ 9,350,000 － 1,370,150 － 1,302,350

 

（６）【大株主の状況】

　　　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

 ①【発行済株式】　

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    167,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  9,175,400 91,754 －

単元未満株式 普通株式      7,400 － －

発行済株式総数 9,350,000 － －

総株主の議決権 － 91,754 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権の数３個）含まれてお

ります。　

 

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社東計電算
神奈川県川崎市中原

区市ノ坪150
167,200－ 167,200 1.79

計 － 167,200－ 167,200 1.79

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

最高（円） 1,150 1,119 1,159 1,250 1,196 1,140 1,102 1,134 1,165

最低（円） 1,090 1,037 1,081 1,150 1,060 1,079 1,064 1,066 1,086

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　退任役員　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 － 吉澤　俊弘 平成22年６月25日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連結会計期間（平成22年７

月１日から平成22年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日を

もって有限責任 あずさ監査法人となりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 898,514 949,623

受取手形及び売掛金 1,633,702 ※3
 1,791,097

有価証券 42,756 76,384

商品 5,943 6,917

仕掛品 420,492 593,270

繰延税金資産 220,722 132,260

その他 89,460 46,428

貸倒引当金 △7,583 △8,955

流動資産合計 3,304,008 3,587,027

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,815,029

※1
 1,901,233

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 110,955

※1
 119,739

土地 4,339,458 4,108,458

その他（純額） ※1
 462,571

※1
 441,249

有形固定資産合計 6,728,014 6,570,681

無形固定資産

のれん 11,333 13,883

その他 10,515 12,113

無形固定資産合計 21,849 25,996

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 3,453,621

※2
 3,021,071

前払年金費用 30,541 36,796

繰延税金資産 255,681 235,278

その他 ※2
 89,753

※2
 85,714

貸倒引当金 △20,075 △20,464

投資その他の資産合計 3,809,522 3,358,396

固定資産合計 10,559,385 9,955,074

資産合計 13,863,394 13,542,101
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 267,044 407,230

関係会社短期借入金 2,079 2,079

未払法人税等 355,570 414,630

賞与引当金 450,056 216,382

その他 1,199,051 1,286,383

流動負債合計 2,273,801 2,326,706

固定負債

役員退職慰労引当金 32,073 30,895

その他 9,616 9,616

固定負債合計 41,689 40,512

負債合計 2,315,491 2,367,218

純資産の部

株主資本

資本金 1,370,150 1,370,150

資本剰余金 1,302,350 1,302,350

利益剰余金 9,355,034 8,971,806

自己株式 △243,377 △243,330

株主資本合計 11,784,156 11,400,976

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △277,586 △258,425

評価・換算差額等合計 △277,586 △258,425

新株予約権 40,781 31,689

少数株主持分 552 643

純資産合計 11,547,903 11,174,883

負債純資産合計 13,863,394 13,542,101
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 8,111,101 8,684,762

売上原価 5,448,138 6,176,949

売上総利益 2,662,962 2,507,813

販売費及び一般管理費 ※1
 1,417,138

※1
 1,364,755

営業利益 1,245,823 1,143,057

営業外収益

受取利息 32,205 37,510

受取配当金 64,391 65,740

有価証券売却益 － 13,211

デリバティブ評価益 － 5,888

雑収入 17,672 15,301

営業外収益合計 114,270 137,653

営業外費用

支払利息 719 119

有価証券売却損 2,058 3,270

有価証券償還損 39,243 13,310

雑損失 241 118

営業外費用合計 42,262 16,819

経常利益 1,317,831 1,263,891

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,372

特別利益合計 － 1,372

特別損失

固定資産除却損 ※2
 15,481

※2
 5,694

投資有価証券評価損 47,515 12,213

特別損失合計 62,996 17,907

税金等調整前四半期純利益 1,254,834 1,247,356

法人税、住民税及び事業税 595,516 610,924

法人税等調整額 △115,238 △95,751

法人税等合計 480,278 515,172

少数株主利益 21 11

四半期純利益 774,534 732,172
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 2,910,326 2,878,955

売上原価 1,852,970 1,886,089

売上総利益 1,057,355 992,865

販売費及び一般管理費 ※1
 442,290

※1
 448,920

営業利益 615,064 543,945

営業外収益

受取利息 12,319 13,129

受取配当金 9,617 8,518

有価証券売却益 － 12,882

デリバティブ評価益 － 2,283

雑収入 4,188 5,521

営業外収益合計 26,125 42,335

営業外費用

支払利息 372 8

有価証券売却損 1,462 2,427

雑損失 34 88

営業外費用合計 1,869 2,524

経常利益 639,321 583,757

特別利益

貸倒引当金戻入額 － △63

特別利益合計 － △63

特別損失

固定資産除却損 ※2
 79

※2
 2,562

投資有価証券評価損 44,182 12,213

特別損失合計 44,262 14,775

税金等調整前四半期純利益 595,058 568,918

法人税、住民税及び事業税 316,479 352,074

法人税等調整額 △88,937 △107,451

法人税等合計 227,541 244,623

少数株主利益 4 6

四半期純利益 367,512 324,288
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,254,834 1,247,356

減価償却費 332,015 325,941

のれん償却額 2,266 2,549

受取利息及び受取配当金 △96,597 △103,251

支払利息 719 119

固定資産除却損 15,481 5,694

投資有価証券評価損益（△は益） 47,515 12,213

デリバティブ評価損益（△は益） － △5,888

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,023 △1,761

売上債権の増減額（△は増加） △325,975 157,394

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,350 173,752

その他の流動資産の増減額（△は増加） △54,807 △43,959

仕入債務の増減額（△は減少） △121,504 △140,186

その他の流動負債の増減額（△は減少） △127,540 △6,588

その他 23,464 18,495

小計 968,542 1,641,881

利息及び配当金の受取額 74,001 81,354

利息の支払額 △833 △119

法人税等の支払額 △355,487 △659,912

営業活動によるキャッシュ・フロー 686,223 1,063,204

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △571,638 △511,520

投資有価証券の取得による支出 △331,560 △339,886

投資有価証券の売却による収入 1,713 55,871

有価証券の償還による収入 70,752 31,160

子会社株式の取得による支出 － △73

のれんの取得による支出 △17,000 －

貸付けによる支出 △2,800 △1,530

貸付金の回収による収入 420 670

投資活動によるキャッシュ・フロー △850,113 △765,308

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 －

配当金の支払額 △367,313 △348,944

その他 △58 △59

財務活動によるキャッシュ・フロー △167,372 △349,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △331,262 △51,108

現金及び現金同等物の期首残高 776,889 949,623

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 445,627

※1
 898,514
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更　

　受注制作のソフトウエアに係る収益の計上基準については、従来、検収基準

を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計

期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した契約から、当第３四半期

連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約につ

いては工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約につ

いては工事完成基準を適用しております。

　なお、この変更による損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１.固定資産の減価償却費の算定方法

　　

　固定資産の減価償却費の算定方法は、年度中の取得、売却又は除却等の見積

を考慮した当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法により算定

しております。

２.法人税等及び繰延税金資産の算定方法

　

　法人税等の納付税額の算定に関しましては、加味する加減算項目や税額控除

項目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環

境等、且つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前

連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。　

　

EDINET提出書類

株式会社東計電算(E05066)

四半期報告書

19/29



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は3,796,679千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は3,566,238千円で

あります。

※２．非連結子会社及び関連会社に対するもの ※２．非連結子会社及び関連会社に対するもの

投資有価証券(株式) 9,221千円

その他（関係会社出資金） 10,000千円

投資有価証券(株式) 9,221千円

その他（関係会社出資金） 10,000千円

 

 

※３．期末日満期手形の処理

期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって

決済処理しております。

したがって、当連結会計年度末日は銀行休業日のた

め、次のとおり連結会計年度末日満期分が期末残高

に含まれております。

 受取手形 7,063千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与 704,728千円

賞与引当金繰入額 106,614千円

給与 688,282千円

賞与引当金繰入額 106,670千円

※２．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 ※２．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。

車両及び運搬具 86千円

工具、器具及び備品 15,395千円

計 15,481千円

車両及び運搬具 681千円

工具、器具及び備品 5,013千円

計 5,694千円

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与 234,089千円

賞与引当金繰入額 51,874千円

給与 230,109千円

賞与引当金繰入額 55,119千円

※２．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。 ※２．固定資産除却損の内訳は次のとおりです。

車両及び運搬具 34千円

工具、器具及び備品 45千円

計 79千円

車両及び運搬具 177千円

工具、器具及び備品 2,384千円

計 2,562千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 445,627千円

現金及び現金同等物 445,627千円

現金及び預金勘定 898,514千円

現金及び現金同等物 898,514千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 9,350,000株

 

　　　　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 167,287株

 

３．新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権　

新株予約権の四半期連結会計期間末残高 親会社40,781千円

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年３月26日

定時株主総会
普通株式 348,944 38 平成21年12月31日 平成22年３月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年 7月 1日　至平成21年 9月30日）

 

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務
（千円）

機器販売業
務（千円）

リース等そ
の他の業務
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高     　　　                 

(1) 外部顧客に対する売

上高
2,588,383224,874　 97,0692,910,326 － 2,910,326

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 140 417 557 (557)     －

計 2,588,383225,01597,4862,910,884(557) 2,910,326

営業利益 539,36046,575 29,128615,064 － 615,064

 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年 7月 1日　至平成22年 9月30日）

 

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務
（千円）

機器販売業
務（千円）

リース等そ
の他の業務
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高     　　　                 

(1) 外部顧客に対する売

上高
2,568,363229,833　 80,7592,878,955 － 2,878,955

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
114 － 247 362 (362)     －

計 2,568,477229,83381,0062,879,317(362) 2,878,955

営業利益 474,55744,310 25,077543,945 － 543,945

 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年 1月 1日　至平成21年 9月30日）

 

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務
（千円）

機器販売業
務（千円）

リース等そ
の他の業務
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高     　                

(1) 外部顧客に対する売

上高
7,011,483802,242297,3758,111,101   － 8,111,101

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
878 462 1,249 2,589 (2,589)     －

計 7,012,361802,704298,6258,113,690(2,589) 8,111,101

営業利益 1,044,058106,65595,1091,245,823  － 1,245,823
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当第３四半期連結累計期間（自平成22年 1月 1日　至平成22年 9月30日）

 

情報処理・
ソフトウェ
ア開発業務
（千円）

機器販売業
務（千円）

リース等そ
の他の業務
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高     　                

(1) 外部顧客に対する売

上高
7,397,5931,039,484247,6848,684,762   － 8,684,762

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
114 12 1,084 1,211 (1,211)     －

計 7,397,7081,039,497248,7698,685,974(1,211) 8,684,762

営業利益 968,939100,73773,3801,143,057  － 1,143,057

　（注）１．事業区分の方法

事業は、事業内容の実態を勘案して区分しております。

２．各区分に属する主要な内容

イ．情報処理・ソフトウェア開発業務

①　ソフトウェア開発業務［ＯＡ（オフィスオートメーション）系管理業務を中心としたアプリケーショ

ン開発、通信制御系等のソフトウェア開発等］

②　システム運用業務（システム開発後のシステム運用に係わる業務）

③　ファシリティサービス業務（エントリー業務の受託・運営管理、キーパンチャー派遣等）

ロ．機器販売業務

各種ＰＣ（パーソナルコンピュータ）及び周辺機器の販売

ハ．リース等その他の業務

コンピュータ関連、各種事務機器及び不動産の賃貸

 

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日　至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日　至

平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日　至 平成22年９月30日）

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日　至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日　至

平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日　至 平成22年９月30日）

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。　
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、且つ、前連結会計年度末に比

べて著しい変動があります。

１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,561,488 1,233,456 △328,032

(2）債券             

社債 129,547 131,843 2,296

その他 1,053,730 996,227 △57,502

(3）その他 945,103 860,811 △84,291

合計 3,689,869 3,222,339 △467,530

　（注）　当第３四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式について12,213千円減損処理を行ってお

ります。なお、時価のある株式の減損処理にあたっては、期末における時価が取得原価に比べ、50％以上下落し

た場合には全て減損処理を行っております。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名　

　　販売費及び一般管理費　　　　　　3,030千円　　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 1,253.07円 １株当たり純資産額 1,213.42円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 84.35円 １株当たり四半期純利益金額 79.73円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 774,534 732,172

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 774,534 732,172

期中平均株式数（株） 9,182,830 9,182,722

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　平成21年３月27日定時株主総会

決議　ストック・オプション

（新株予約権の数200個）普通株

式20,000株

―

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 40.02円 １株当たり四半期純利益金額 35.32円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 367,512 324,288

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 367,512 324,288

期中平均株式数（株） 9,182,810 9,182,713

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　平成21年３月27日定時株主総会

決議　ストック・オプション（新

株予約権の数200個）普通株式

20,000株

―
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社東計電算

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 磯貝　和敏　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 内田　好久　　印

 
 
 

   

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東計電算の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東計電算及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

株式会社東計電算

取締役会　御中

有 限 責 任　あ ず さ 監 査 法 人　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 磯貝　和敏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内田　好久　　印

 
 
 

   

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東計電算の

平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年

９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東計電算及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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